
 中津川家文書目録 （請求記号順）

＜凡例＞

１．本目録は慶應義塾大学三田メディアセンター所蔵「中津川家文書」（請求記号：133X@119@～）の目録である。

２．本目録は、文書全点を請求記号順に記したものである。（分類別に並べたものは別途公開予定である。）

３．史料の分類は慶應義塾大学文学部古文書室作成の「武家文書分類項目」に準拠した。

４．文字表記は原則として現物の表記どおりとし、特殊な異体字は一部常用漢字に改めた。表記できない文字は〓とし、備考欄に文字の説明を記した。

５．表題は原表題（表紙外題・柱書）を採用した場合はそのまま記述し、必要に応じて（　）で内容を補った。古文書学的な表題が適切と思われる場合は（　）を用いて表記し、〔　〕を付して内容を記した。

６．年月日は和年号で記し、算用数字を用いて表記した。年代が判明しているものについては西暦も合わせて記載した。干支は年号の記載を欠く場合のみ記載した。史料内容から年代が推定できる場合は（　）で表記した。

７．差出・作成、宛先は可能な限り原表記のまま採録した。但し、人数が多い場合は他○名という形で略記した。花押は（花押）、印は（朱印）（黒印）等と表記した。

８．形態は竪帳、横帳、横半帳、折本、巻子、一紙、短冊に分類した。冊子の綴じを外して一紙の状態となっているものについては元来の形態によって「元横帳」のように記載した。封紙・包紙・袋などは封と表記した。

９．備考欄には文書の一括や一紙の挟み込み状況のほか、内容、形態、保存状態などに関して参考となる情報を記した。

請求記号
133X@
119@～

表題 年月日 西暦 差出・作成 宛先 形態

法量
（縦×横　㎜）
※巻子の場合は
縦のみ

点数 備考

1(1) （伊達稙宗書状）〔軍事行動指示〕 （戦国期）6月10日 （伊達）稙宗（花押） 中津川伯耆守殿 一紙 30.0×19.8 1 巻子装、1（1）～(11）一括 111 軍事

1(2) （伊達晴宗書状）〔情勢報告返書〕 （戦国期）10月1日 （伊達）晴宗（花押）
遠藤四郎右衛門尉殿、中津
川助兵衛尉殿

一紙 29.9×19.4 1 巻子装、1（1）～(11）一括 111 軍事

1(3) （伊達晴宗書状）〔情勢報告返書〕 （天文14年）7月21日 1545 （伊達）晴宗（花押） 中津川助兵衛殿 一紙 31.1×26.6 1 巻子装、1（1）～(11）一括 111 軍事
1(4) （伊達晴宗書状）〔軍事行動指示〕 （戦国期）10月16日 （伊達）晴宗（花押） 中津河助兵衛尉殿 一紙 34.1×22.6 1 巻子装、1（1）～(11）一括 111 軍事
1(5) （伊達晴宗書状）〔軍事行動指示〕 （天文14年）6月25日 1545 （伊達）晴宗（花押） 中津河助兵衛尉殿 一紙 29.7×34.8 1 巻子装、1（1）～(11）一括 111 軍事
1(6) （伊達晴宗書状）〔中津川和泉守屋敷に付〕 （戦国期）2月13日 （伊達）晴宗（花押） 中津河助兵衛尉殿 一紙 33.6×23.0 1 巻子装、1（1）～(11）一括 110 勤仕

1(7) （伊達晴宗書状）〔信夫庄手入等〕 （天文13年）7月29日 1544 （伊達）晴宗（花押）
平太（ママ）和守殿、中津川
弥五郎殿、同（中津川）助兵
衛尉殿

一紙 24.8×21.0 1 巻子装、1（1）～(11）一括 111 軍事

1(8) （伊達輝宗書状）〔軍事行動指示〕 （戦国期）7月11日 （伊達）輝宗（花押）
中津川九郎三郎殿、同（中
津川）太郎左衛門尉殿、同
（中津川）二郎左衛門尉殿

一紙 32.2×36.3 1 巻子装、1（1）～(11）一括 111 軍事

1(9) （伊達輝宗書状）〔少用申付〕 （戦国期） （伊達輝宗）（花押） 中三へ 一紙 26.5×41.9 1
巻子装、1（1）～(11）一括、差出人は2
（3）の記述より

110 勤仕

1(10) （封）貞山様御判物壱通 （江戸） 中津川長四郎 一紙 29.6×14.3 1 巻子装、1（1）～(11）一括 110 勤仕
1(11) （伊達政宗書状）〔所持之刀・脇差に付〕 寛永9年正月24日 1632 （伊達）政宗（花押） 中津川源三とのへ 一紙 17.6×47.3 1 巻子装、1（1）～(11）一括 110 勤仕
2(1) （封紙） 亘理石見 中津川長四郎殿 封 20.1×16.6 1 巻子装、2（1）～(7）一括 110 勤仕
2(2) （稙宗様御書返却に付申渡状） 6月15日 布施和泉 中津川長四郎殿 一紙 35.3×13.6 1 巻子装、2（1）～(7）一括 110 勤仕
2(3) （輝宗様御書返却に付申渡状） 6月15日 布施和泉 中津川長四郎殿 一紙 13.5×35.3 1 巻子装、2（1）～(7）一括 110 勤仕
2(4) （晴宗様御書返却に付申渡状） 6月15日 布施和泉 中津川長四郎殿 一紙 13.5×35.8 1 巻子装、2（1）～(7）一括 110 勤仕
2(5) （貞山様御書返却に付申渡状） 6月15日 津田民部 中津川長四郎殿 一紙 13.6×35.2 1 巻子装、2（1）～(7）一括 110 勤仕
2(6) （輝宗君御書返却に付申渡状） 9月15日 柴田中務 中津川長四郎殿 一紙 13.5×35.3 1 巻子装、2（1）～(7）一括 110 勤仕
2(7) （紀伊中納言等諸大名書状召上に付申渡状） 3月1日 亘理石見元篤（花押） 中津川長四郎殿 一紙 17.2×93.5 1 巻子装、2（1）～(7）一括 110 勤仕
3(1) （封）義山様御書 一紙 20.2×29.7 1 巻子装、3（1）～（4）一括 110 勤仕

3(2)
（相模守殿男子誕生祝進上のため刀・脇指支度に
付書状）

25日 （伊達忠宗） 刀奉行御中 一紙 81.3×16.6 1
巻子装、3（1）～（4）一括、相模守は鳥
取藩主池田光仲か（光仲は忠宗正室
振姫の甥）

110 勤仕

3(3) （義山様自筆書状返却に付申渡状） 8月7日 大河内源太夫 中津川長四郎殿 一紙 13.5×34.8 1 巻子装、3（1）～（4）一括 110 勤仕
3(4) （はやし仕舞に付書状） 一紙 20.2×23.4 1 巻子装、3（1）～（4）一括 124 学芸
4 （伊達亀千代書「弓馬」） 亀千代（伊達綱村） 一紙 71.3×27.9 1 巻子装、「亀千代十歳」 124 学芸
5 （中津川和泉重勝肖像） 天和2年5月23日 1682 巻子 54.9×26.9 1 巻子装、6（1）～（7）一括 106 家系
6(1) （中津川氏系譜序文） （江戸） 一紙 14.9×54.5 1 巻子装、6（1）～（7）一括 106 家系
6(2) （中津川氏先祖に付覚） 一紙 37.3×15.0 1 巻子装、6（1）～（7）一括 106 家系
6(3) （中津川九郎三郎半地召上・閉門仰付書） 一紙 14.2×56.7 1 巻子装、6（1）～（7）一括 110 勤仕
6(4) （中津川九郎三郎国元下向達書） 一紙 14.4×15.6 1 巻子装、6（1）～（7）一括 110 勤仕
6(5) （中津川家家譜） 安政5年8月 1858 中津川要七郎 一紙 15.0×78.4 1 巻子装、6（1）～（7）一括 106 家系
6(6) （中津川家家譜） （江戸） 一紙 15.0×78.4 1 巻子装、6（1）～（7）一括 106 家系
6(7) 下書（中津川家家譜） 安政5年8月 1858 中津川要七郎 一紙 16.1×92.0 1 巻子装、6（1）～（7）一括 106 家系

平成23年4月
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表題 年月日 西暦 差出・作成 宛先 形態

法量
（縦×横　㎜）
※巻子の場合は
縦のみ

点数 備考 分類

7 絵圖之目録（遠州流挿花伝受書） 文政元年孟春 1818 巻子 19.6 1 124 学芸
8 遠州流挿花傳書 （江戸） 巻子 19.6 1 124 学芸
9 山崎流太刀術小具足神傳印家之巻 巻子 19.6 1 123 武芸・兵学

10 神文之事（香取神刀流稽古修行に付）
安政3年9月26日～慶
応4年7月26日

1856
～
1868

樋渡多利吉他175名 巻子 18.2 1 123 武芸・兵学

11 二宮流馬上修羅巻 天明6年6月 1786 及川又右衛門 中津川信九郎殿 巻子 18.3 1 123 武芸・兵学
12 （砲術相伝絵巻） 嘉永元年10月 1848 山家市十郎頼意（花押・朱 中津川要七郎殿 巻子 26.7 1 123 武芸・兵学
13 鉄砲櫓藥町積之書 嘉永元年10月 1848 山家市十郎頼意（花押・朱 中津川要七郎殿 折本 16.8×9.1 1 123 武芸・兵学
14 （調積集巻之上） 嘉永元年10月 1848 山家市十郎頼意（花押・朱 中津川要七郎殿 横半帳 15.9×18.8 1 砲術書 123 武芸・兵学
15 調積集巻之中 嘉永元年10月 1848 山家市十郎頼意（花押・朱 中津川要七郎殿 横半帳 15.9×18.8 1 砲術書 123 武芸・兵学
16 調積集巻之下 嘉永元年10月 1848 山家市十郎頼意（花押・朱 中津川要七郎殿 横半帳 15.9×18.8 1 砲術書 123 武芸・兵学
17 （星當集） 嘉永元年10月 1848 山家市十郎頼意（花押・朱 中津川要七郎殿 横半帳 15.9×18.9 1 砲術書、1枚丁外れ挟み込み 123 武芸・兵学
18 塩硝之製法 嘉永元年10月 1848 山家市十郎頼意（花押・朱 中津川要七郎殿 横半帳 19.0×16.0 1 123 武芸・兵学

19 神拜参詣次第 文政5年9月 1822
日本太刀術開山飯篠門家
黒澤源七郎・渡邊進（花押・
朱印）

中津川要七郎殿 巻子 18.1 1
万延元年12月付、中津川要七郎（花
押・朱印）→中津川燕之丞殿の追記あ
り

123 武芸・兵学

20 香取神刀流天ノ〓〓誥神傳巻 天保5年7月 1834
日本武術開三家飯篠修理
直門家　黒澤源七郎・渡邊
清潔（花押・朱印）

中津川要七郎殿 巻子 16.3 1
一部継目外れ、〓〓（一文字目：「廣」
の田の部分が日、二文字目：金偏に
「午」）

123 武芸・兵学

21 訓傳（五行・陰陽等の訓相伝に付） 天保5年7月 1834
日木（本）太刀術開三飯篠
直門家黒澤源七郎・渡邊清
潔（朱印・押印）

中津川要七郎殿 巻子 16.4 1 継目外れ 123 武芸・兵学

22 唯一神道之巻 天保13年7月 1842
日本太刀術開山飯笹門家
黒澤源七郎・渡邊清潔（花
押・朱印）

中津川要七郎殿 巻子 18.0 1 継目外れ 123 武芸・兵学

23 香取神刀流抜刀太刀術巻 天保5年7月 1834
日本武術開三飯篠修理直
門家黒澤源七郎・渡邊清潔
（花押・朱印）

中津川要七郎殿 巻子 16.7 1 123 武芸・兵学

24 目録（真極流柔術目録） 安政2年4月 1855
男澤弥左衛門道彰（花押・
朱印）他9名

渡邊燕之丞殿 巻子 19.1 1 123 武芸・兵学

25 （真極流柔術目録） 安政3年4月 1856
男澤弥左衛門道彰（花押・
朱印）他9名

中津川燕之丞殿 巻子 20.0 1 123 武芸・兵学

26 神文之事（香取神刀流定書箇條） （花押のみ） 一紙 38.1×55.7 1 123 武芸・兵学

27 （中津川家過去帳） （昭和初期） 折本 17.4×7.3 1
同内容のもの1点挟み込み、内容は江
戸初期～昭和期

106 家系

28 （伊達家歴代位牌書上） （江戸後期） 元横帳 15.3×38.8 1 綴紐外れ、2枚 106 家系
29 （中津川家過去帳断簡） （安永2年） 1773 元横帳 15.1×38.1 1 切紙、横帳綴じ外れ1枚、裏打 106 家系
30 （中津川家過去帳断簡） （江戸） 元横帳 15.2×39.1 1 折紙、横帳綴じ外れ1枚、裏打 106 家系
31 （中津川家過去帳断簡） （江戸） 元横帳 14.8×35.0 1 切紙、横帳綴じ外れ1枚、裏打、一部フ 106 家系

32 （中津川家過去帳断簡） （江戸後期） 元横帳 29.6×37.5 1
折紙、横帳綴じ外れ1枚、裏打、「安永
七年戊戌ノ調」

106 家系

33 （中津川家過去帳断簡） （江戸後期） 元横帳 27.7×34.1 1
折紙、横帳綴じ外れ1枚、裏打、「寛政
五年改」

106 家系

34 （中津川家過去帳断簡） （江戸後期） 元横帳 27.8×36.8 1
折紙、横帳綴じ外れ1枚、裏打、「寛政
八年改」

106 家系

35 （中津川家過去帳断簡） （江戸後期） 元横帳 15.4×40.0 1
切紙、横帳綴じ外れ1枚、裏打、「寛政
十二年改」

106 家系

36 （中津川家過去帳断簡） （江戸後期） 元横帳 15.4×40.3 1 切紙、横帳綴じ外れ1枚、裏打 106 家系

37 （中津川家過去帳断簡） （江戸後期） 元横帳 31.9×41.3 1
折紙、横帳綴じ外れ1枚、裏打、「安政
五年改」

106 家系

38 （過去帳断簡） （江戸後期） 元横帳 15.9×40.6 1 切紙、横帳綴じ外れ1枚、裏打、 106 家系
39 （中津川家）情（精）進日覚 （江戸） 一紙 14.7×30.1 1 切紙、後欠、裏打 121 冠婚葬祭
40 （過去帳断簡） （江戸後期） 一紙 15.9×40.8 1 切紙、裏打 106 家系

41 （年忌改） （文化13年） 1816 一紙
①15.2×40.0
②15.1×40.1

1 切紙2枚、裏打、「文化十三年改」 106 家系

42 （過去帳断簡） 一紙 29.0×26.7 1 折紙 106 家系
43 （年忌改） 文化8年 1811 一紙 24.0×33.5 1 折紙 106 家系
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44 （年忌改） 文化11年 1828 一紙
①15.2×40.9
②15.2×40.8

1 切紙2枚、折紙1枚を切断 106 家系

45 （包紙）系圖 封 33.7×48.7 1 包紙のみ 106 家系
46 （包紙）系圖 封 32.0×52.2 1 包紙のみ 106 家系
47 中津川氏續書（中津川家系図） 享保18年8月 1733 一紙 30.0×114.8 1 裏打、分家も記載 106 家系
48 （中津川十蔵之次・之定・之央三代系譜） （江戸後期） 一紙 27.3×34.6 1 裏打 106 家系

49 （中津川家系図） 元横半帳
①28.0×35.3
②28.1×35.2
③27.9×35.2

1 3枚、裏打 106 家系

50 （中津川家続書断簡） 一紙 30.5×25.0 1 106 家系
51 中津川左内母方續書 一紙 31.1×42.6 1 106 家系

52 （中津川家系図） 享保6年 1721 一紙
①37.0×29.1
②37.6×24.3

1 2枚、裏打 106 家系

53 （中津川左内続書） 享保6年6月 1721
中津川左内（黒印・花押）、
中津川長四郎（黒印・花押）

一紙 31.2×207.2 1 106 家系

54 （中津川家系図断簡） （江戸） 一紙 14.2×16.3 1 裏打 106 家系

55 （中津川家系譜） （江戸） 元竪帳

①28.0×35.4
②28.0×35.5
③29.1×35.5
④28.1×35.5

1 4枚、裏打 106 家系

56 （続書断簡） （江戸） 一紙 13.9×20.8 1 裏打 106 家系
57 （続書断簡） （江戸） 一紙 41.9×14.6 1 裏打 106 家系
58 （続書断簡） （江戸） 一紙 21.1×14.5 1 裏打 106 家系
59 （続書断簡） （江戸） 一紙 18.8×6.4 1 裏打 106 家系
60 （続書断簡） （江戸） 一紙 17.0×14.7 1 裏打 106 家系
61 （断簡） 一紙 13.8×14.9 1 裏打 106 家系
62 ふた紙外題書様 一紙 24.1×4.3 1 裏打 106 家系
63 女系（中津川家女系書上） （江戸） 竪帳 20.8×15.6 1 106 家系
64 系圖（中津川氏系図） （明治） 竪帳 20.9×15.4 1 106 家系
65 （先祖勲功・加増等書上） （江戸後期）8月 一紙 32.6×42.9 1 折紙 106 家系
66 家譜書出 （江戸） 竪帳 27.1×16.3 1 表紙のみ。 106 家系
67 （系譜断簡） 安永2年8月 1773 竪帳 28.0×17.8 1 1丁のみ、裏打 106 家系

68
真明院様へ頸松院様御口上（大地震御見舞に
付）

（安政2年） 1855 御使者 一紙
15.4×①25.7②
32.0③29.0

1 継目外れ、3枚 110 勤仕

69
十月十日真明院様より頸松院様江御返答（大地
震御見舞に付）

（安政2年） 1855 御使者　中津川要七郎 一紙
15.8×①42.3②
22.6

1 継目外れ、2枚 110 勤仕

70
十月十一日頸松院様江屋形様より御返答（大地
震国元の様子等に付）

（安政2年） 1855 御使者　中津川要七郎 一紙
15.8×①36.9②
36.1

1 継目外れ、2枚 110 勤仕

71 頸松院様江御返答（大地震国元の様子等に付） （安政2年） 1855 御使者　中津川要七郎 一紙
15.8×①42.7②
22.4

1 継目外れ、2枚 110 勤仕

72
十月十一日頸松院様江屋形様より御返答（大地
震国元の様子等に付）

（安政2年） 1855 御使者　中津川要七郎 一紙
15.8×①43.8②
28.0

1 継目外れ、2枚 110 勤仕

73 （中津川家由緒書） 一紙 16.3×46.3 1 折紙、2枚 106 家系

74
写（下々供の者笠・かぶり物着用の定式・條目等
書抜）

（江戸） 一紙 19.9×120.4 1 一部破損 110 勤仕

75 （中津川家代々当主書上） （江戸） 一紙 15.4×28.0 1 切紙、裏打 106 家系
76 （中津川信九郎茂之履歴） （江戸） 一紙 31.6×36.6 1 106 家系
77 （中津川要七郎家内宗門改下書） 一紙 29.9×37.2 1 折紙 105 戸口
78 もく録（小袖・鯛等目録） （江戸） 一紙 32.9×45.0 1 78～81一括 126 生活・書簡
79 （燕之丞名付書下書） 天保5年3月2日 1834 一紙 36.0×48.8 1 折紙、78～81一括 121 冠婚葬祭
80 燕之丞近親類 （江戸）辰4月 渡邊越三郎 一紙 36.1×50.8 1 折紙、78～81一括 106 家系
81 （親類書上） （江戸） 一紙 25.4×57.1 1 裏打、78～81一括 106 家系

82 家譜書上（信九郎茂之・要七郎定之） 文政8年5月14日 1825
中津川信九郎茂之（黒印・
花押）

一紙 32.1×21.7 1 黒印・花押は墨書で抹消 106 家系

83 覚（諸大名より伊達政宗宛書状等指上に付） （江戸） 一紙 29.8×29.8 1 折紙 110 勤仕

84
（中津川九郎三郎二男家督中津川織之進一代記
等断簡）

（江戸後期） 元横半帳 29.2×38.0 1 折紙、裏打 106 家系

85 日記牒（中津川織之進跡式願等控書） 宝暦13年 1763 元横半帳 25.5×33.7 1
7丁分4枚、内容は宝暦13年（1763）～
安永6年（1777）

107 相続
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86 （燕之丞海岸戦手負・日光宮御迎等に付書状） （慶応4年） 1868 一紙

①18.1×41.3
②18.1×95.8
外袋22.1×9.4
内封19.1×5.5

1 中欠、封あり（二重）、継目外れ 110 勤仕

87(1) （出生後母子様子に付書状） 一紙
15.7×36.8
封18.2×7.7

1
87（1）～（3）封「天性院様　久めい」に
一括

126 生活・書簡

87(2) （母の長滞留等に付書状） 11月5日 一紙 12.3×25.5 1
87（1）～（3）封「天性院様　久めい」に
一括

126 生活・書簡

87(3) （燕出生刻限に付書付） 短冊 16.5×5.2 1
87（1）～（3）封「天性院様　久めい」に
一括

126 生活・書簡

88 （塒黄鷹献上目録） （江戸） 一紙 19.3×62.７ 1 切紙、「御献上」5種と「御替」2種 110 勤仕
89 小謡御番組 一紙 18.6×54.9 1 切紙 124 学芸
90 舞囃組 一紙 18.7×125.4 1 折紙、一部破損 124 学芸
91 額字筆者（白鳥稲荷両社等額字筆者書上） 一紙 16.3×44.8 1 折紙 124 学芸

92 （武備心懸・質素倹約等に付申渡） （江戸） 一紙
15.9×①36.8②
42.3③42.9④
42.6⑤17.0

1 前欠、継目外れ、5枚 110 勤仕

93 （屋敷到着・市中様子等に付書状） 10月12日 まつ平むつの守（伊達慶邦） 松の井様（本光院）へ　人々 一紙
39.2×54.4
封23.1×8.6

1
折紙、封あり、封「本光院様人々　まつ
平むつの守」、本光院は仙台伊達家10
代斉宗側室

126 生活・書簡

94 年齢駕籠乗證状 嘉永5年6月28日 1852 多川仲之丞（黒印） 中津川要七郎殿 一紙
15.1×43.5
封17.1×5.9

1 切紙、封あり 110 勤仕

95 （年始祝詞・元服・官位昇進に付書状） （江戸） まつ平美作守（伊達茂村） 本光院様　人々 一紙
39.5×55.2
封22.4×8.4

1
折紙、封あり、本光院は仙台伊達家10
代斉宗側室

126 生活・書簡

96 もくろく（するめ・昆布等目録） 一紙 32.0×43.5 1 126 生活・書簡

97 香取神刀流傳授之次第書 中津川 一紙
①25.9×34.1
②25.9×34.0
封37.2×11.3

1 2枚、封あり、封の一部破損 123 武芸・兵学

98 香取神刀流傳授之次第 天保14年閏9月20日 1843 渡邊岱平 勘解由殿 一紙
17.0×①50.1②
43.2

1 切紙、継目外れ、2枚 123 武芸・兵学

99 覚（帰伊湯半割分材料・料理手順に付） （江戸） 一紙 14.2×36.0 1 資料99・100一括、端書「きひとふ覚が 126 生活・書簡

100 （年貢米差引勘定覚断簡） 一紙
①14.1×35.6
②14.2×35.6

1 切紙、2枚、99・100一括 103 領地支配

101 （往来物） 竪帳 17.0×13.4 1 124 学芸

102
奥羽新聞ヨリ復冩（旧仙台藩士家禄給与方錯誤
の件に付）

（明治） 一紙
①17.9×23.8
②18.1×60.0
③18.2×52.5

1 切紙、3枚、新聞記事写し 102 知行・俸禄

103 當寒稽古日数三十日遣〓調左之通 横帳 16.7×44.7 1 〓（「方」の下に「冋」） 123 武芸・兵学
104 武藝目録并傳授仕候者調 横半帳 12.3×15.8 1 123 武芸・兵学

105 入門覺 （安政3年～元治2年）
1856
～
1865

横帳 13.9×32.6 1 入門者名、特記事項など 123 武芸・兵学

106 大中臣抜 文政7年8月 1824 大中臣朝臣高（花押） 竪帳
①20.7×25.6以
下略

1 綴紐外れ、7枚、虫損あり 121 冠婚葬祭

107 （署名花押書付断簡） 一紙 17.9×49.0 1 折紙 123 武芸・兵学

108 （剣術立合次第書） 竪帳
①19.2×23.4以
下略

1 切紙、綴紐外れ、7枚 123 武芸・兵学

109 （稽古数取調書） 一紙
①②③15.6×
39.6

1 折紙、3枚 123 武芸・兵学

110 （署名花押書付） 安政3年10月20日 一紙 17.9×49.2 1 折紙 123 武芸・兵学
111 （断簡） 一紙 29.9×23.8 1 131 雑
112 （父より燕之丞宛書状封紙） 封 23.7×33.7 1 封紙のみ 126 生活・書簡
113 （いききれちうふの薬原料覚） 一紙 14.1×10.8 1 切紙 127 医療・衛生
114 （稽古本数覚） 一紙 12.6×32.5 1 折紙 123 武芸・兵学

115(1) 雉笛吹寄十五ヶ條傳 一紙
①16.4×43.6②
16.4×43.0以下
略

1 切紙、継目外れ、9枚 124 学芸
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115(2) （ヶ條口傳の解歌） 藤原清英 一紙

①16.4×30.0
②16.5×43.6
③16.4×43.7
④16.4×15.2

1 切紙、継目外れ、4枚 124 学芸

116 （鉾・半太刀長さ本数等覚断簡） 一紙 16.2×5.4 1 123 武芸・兵学
117 （貫高物成等覚断簡） 一紙 14.3×7.1 1 103 領地支配
118 （賀詩） 癸卯10月 影田隆悳 一紙 21.3×25.0 1 漢文体 124 学芸
119 （切磋琢磨之功績等覚断簡） 嘉永6年9月 1853 大野浪江、藤原清英（花押） 一紙 16.4×14.2 1 123 武芸・兵学
120 （護符） 一紙 16.2×13.5 1 121 冠婚葬祭

121(1) （能番組書上） （伊達忠宗） 一紙
36.9×51.7
封39.5×8.1

1
封あり、封題「義山様御書二通」、121
～128一括

124 学芸

121(2) （漢詩） （伊達忠宗） 一紙
33.5×46.3
封39.5×8.1

1
封あり、封題「義山様御書二通」、121
～128一括

124 学芸

122(1) （詩歌草稿） （伊達綱村） 一紙
26.9×35.5
封33.4×7.0

1
封あり、封題「肯山様御書弐通」、121
～128一括

124 学芸

122(2) （閏弐月朝晩家臣覚） （伊達綱村） 一紙
27.8×39.7
封33.4×7.0

1
封あり、封題「肯山様御書弐通」、121
～128一括

110 勤仕

123 （封）楽山様（伊達慶邦）御書　壱 封 49.4×8.3 1 封のみ、一部破損、121～128一括 131 雑
124 （封）楽山様（伊達慶邦）御書　壱通 封 45.1×8.5 1 封のみ、121～128一括 131 雑
125 （封紙） 封 45.1×6.0 1 封のみ、121～128一括 131 雑

126 （封）楽山様（伊達慶邦）御書　壱通 封 52.5×8.8 1
封のみ、一部破損。裏面に「中津川家
古代書類控」とあり、121～128一括

131 雑

127 （封紙） 封 42.6×8.5 1 封のみ、121～128一括 131 雑
128 御祈禱之札 仙岳院 封 49.4×12.9 1 封のみ、121～128一括 121 冠婚葬祭
129 （申渡状封紙） 布施和泉 中津川長四郎殿 封 26.7×35.6 1 封のみ 110 勤仕
130 （伊達輝宗書状返却之節封紙） （元禄8年） 1695 封 30.2×26.6 1 封のみ 110 勤仕
131 （申渡状封紙） 柴田中務 中津川長四郎殿 封 27.0×35.9 1 封のみ 110 勤仕
132 （封紙） 渡部清潔 中津川要七郎殿 封 32.0×42.8 1 封のみ 131 雑
133 （封）御知行所御減少之書入 封 17.1×24.2 1 封のみ、裏打 102 知行・俸禄
134 （大林寺寺請関係文書断簡） 一紙 24.9×32.9 1 折紙 105 戸口
135 （あか坂孫六之腰物に付書付） 一紙 30.7×41.2 1 110 勤仕
136 （断簡） 中津川長四郎他 伊勢殿、豊前殿 一紙 29.6×39.9 1 前欠 131 雑
137 （西三條公條短尺「秋螢過窻」に付覚書） 一紙 16.5×20.6 1 享保六年十月十一日求之 124 学芸

138 西三條称名院公條卿詩（秋螢過窻短冊） 短冊
34.6×5.4
封41.3×6.7

1
封紙あり、封に「享保六丑年十月十一
日求之極札有り」

124 学芸

139 （和歌短冊） 短冊
①35.1×5.8以
下略

5 封紙あり、5枚 124 学芸

140 （和歌・俳句短冊） 短冊
①36.2×6.0以
下略

12 12枚 124 学芸

141 （和歌） 一紙
①18.3×52.7
②18.3×52.5

1 前欠、折紙、2枚 124 学芸

142 （和歌） 一紙 40.6×56.1 1 124 学芸
143 系図（中津川家系図） 大正7年7月 1913 中津川勝三郎 折本 19.2×8.6 1 中津川伯耆より大正期まで 106 家系
144 紀録（中津川家由緒書） （江戸） 竪帳 20.8×15.4 1 要七郎定之まで記述あり 106 家系
145 （伊達稙宗・晴宗・輝宗・政宗書状写） 竪帳 17.9×27.4 1 間紙入り、中津川家所蔵文書8通の写 110 勤仕

146 明治元年青葉城全景 （明治） 一紙 32.8×45.7 2
印刷、彩色、同じもの2枚、筒入、筒に
「中津川様」と書かれ、「研雲書屋協賛
会之印」の朱印あり。

130 絵図

147 （揮毫「福以徳招」） 一紙 36.4×106.2 1
筒入、筒に「中津川様」と書かれ、「研
雲書屋協賛会之印」の朱印あり

124 学芸
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